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こ
の
た
び
、
境
港こ

う

外
港
昭
和
南
地
区(

昭
和
町)

の
国
際
物

流
タ
ー
ミ
ナ
ル
を
整
備
す
る
「
境
港
ふ
頭
再
編
改
良
事
業
」
の

実
施
が
決
定
。２
０
３
０
年
代
の
半
ば
に
完
成
す
る
予
定
で
す
。

再
編
整
備
へ

再
編
整
備
へ

再
編
整
備
へ

再
編
整
備
へ

今
年
度
か
ら
事
業
に
着
手

今
年
度
か
ら
事
業
に
着
手

国
際
物
流
タ
ー
ミ
ナ
ル

国
際
物
流
タ
ー
ミ
ナ
ル

国
際
物
流
タ
ー
ミ
ナ
ル

国
際
物
流
タ
ー
ミ
ナ
ル　

同
事
業
で
整
備
す

る
施
設
は
、
水
深
12

㍍
で
耐
震
性
の
あ
る

岸
壁
と
水
深
12
㍍
の

泊
地
、
ふ
頭
用
地
で

す
。
安
定
的
な
輸
送

網
の
構
築
、
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
の
強
靭

化
、
大
型
船
舶
に
よ

る
輸
送
効
率
を
図
る

こ
と
な
ど
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

　
同
事
業
の
実
施
が

決
ま
っ
た
背
景
に
は
、

国
内
・
国
際
物
流
の

拡
大
が
あ
り
ま
す
。

国
際
コ
ン
テ
ナ
定
期

航
路
は
引
き
続
き
好

調
で
、
貨
物
船
の
大

型
化
が
進
行
中
で
す
。

　
ま
た
、
神
戸
港
・
境
港
・

舞
鶴
港
・
敦
賀
港
の
間
を
毎

週
１
往
復
す
る
国
際
フ
ィ
ー

ダ
ー
船
も
定
時
性
が
評
価
さ

れ
、
増
便
の
要
望
が
高
ま
っ

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
鉄
く

ず
や
バ
イ
オ
マ
ス
燃
料
な
ど

を
輸
出
入
す
る
リ
サ
イ
ク
ル

業
界
の
動
き
も
活
発
で
す
。

　
し
か
し
、
現
状
で
は
貨
物

船
を
係
留
す
る
ふ
頭
は
荷
物

を
置
く
場
所
も
不
足
し
、
大

型
船
の
受
け
入
れ
可
能
な
程

度
の
水
深
も
あ
り
ま
せ
ん
。

船
が
一
度
に
２
隻
入
港
し
た

場
合
は
、
係
留
す
る
た
め
に

使
用
す
る
綱
を
交
差
さ
せ
る

な
ど
の
危
険
な
係
留
作
業
を

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
同
ふ
頭
工
事
が
完
成
す
る

と
、
２
３
０
㍍
の
新
規
岸
壁

が
生
ま
れ
、
コ
ン
テ
ナ
船
の

係
留
バ
ー
ス
に
余
裕
が
で
き

ま
す
。
ま
た
、
３
㌶
の
ふ
頭

用
地
が
造
成
さ
れ
、
現
在
の

貨
物
量
の
２
倍
程
度
を
置
く

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。

　
同
事
業
は
今
後
、
準
備
の

た
め
の
現
地
調
査
、
工
事
を

安
全
に
行
う
た
め
の
検
討
な

　
毎
年
恒
例
の
さ
か
い
み
な

と
中
野
港
漁
村
市
が
５
月
10

日
、
鳥
取
県
漁
協
境
港
支
所

(

中
野
町)

で
開
催
さ
れ
ま

す
。
例
年
数
回
、
開
催
し
て

い
ま
し
た
が
、
こ
と
し
か
ら

年
1
回
の
開
催
に
な
り
ま
す
。

　
同
漁
村
市
は
、
５
月
解
禁

の
小
型
底
引
き
網
漁
で
獲
っ

て
き
た
沿
岸
の
新
鮮
な
魚
を

漁
村
市
価
で
販
売
し
ま
す
。

ま
た
、
境
港
サ
ー
モ
ン
も
低

価
格
で
限
定
販
売(

３
０
０

本
限
定
、
1
人
１
本
の
み
、

整
理
券
を
発
行
）。

　
さ
ら
に
、
境
港
総
合
技
術

高
校
の
生
徒
が
キ
ッ
チ
ン
カ

ー
で
サ
ー
モ
ン
バ
ー
ガ
ー

(

１
０
０
個)

、
サ
バ
缶
な
ど

を
販
売
し
ま
す
。

　
同
漁
村
市
実
行
委
員
会
の

佐
々
木
正
会
長
は
「
沿
岸
漁

業
の
新
鮮
な
魚
を
市
場
よ
り

も
お
手
頃
な
価
格
で
販
売
し

ま
す
。
中
野
港
の
漁
村
の
風

情
も
感
じ
て
欲
し
い
で
す
」

と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
同
漁
村
市
の
あ
ら
ま
し
は
、

次
の
通
り
で
す
。

日
時
　
５
月
10
日
㈯
　
▽
午

前
９
時
～
11
時(

時
化
の
場

合
は
中
止
の
可
能
性
あ
り)

場
所
　
鳥
取
県
漁
協
境
港
支

所内
容
　
▽
各
種
魚
介
類
の
販

売(
午
前
10
時
～
、
売
り
切

れ
次
第
終
了)

▽
境
港
総
合

技
術
高
校
生
の
キ
ッ
チ
ン
カ

工
事
完
了
後
の
イ
メ
ー
ジ
図
＝
境

港
湾・空
港
整
備
事
務
所
提
供

　みなとオアシス浜田は「浜田アンコウとノドグ
ロ旨み焼売」を販売し、皆様のおかげで準優
勝を受賞することができました。
　「浜田アンコウとノドグロ旨み焼売」はノドグ
ロの旨みをぎゅっと閉じ込めたジューシーな焼
売に、浜田産のアンコウの肝と温かいあんかけ
出

だ

汁
し

をかけたなんとも贅沢な一品です。
　Sea級グルメ境港大会ではおよそ2500食販売
し、たくさんの皆さんに味わっていただくこと
ができました。
　またほかにも、久保田章市・浜田市長イチオ
シの「バトウめし」というSea級グルメも新たに
誕生しました！新鮮な生のマトウダイの切り身と
卵黄、薬味をご飯の上
に乗せ、出汁やタレを
かけて食べる丼です。
市内飲食店で提供して
いますので、ぜひ味
わってみてください。
　浜田漁港周辺エリア
では、島根県内のイタ
リアンシェフが集結し、本格イタリアンを気軽
に楽しめる「島根イタリー」や浜田のブランド魚
どんちっちアジを存分に味わえる「どんちっちア
ジ祭り」などのイベントが近々開催されます。
　山陰道の開通によって、東西のアクセスも良く
なりましたので、ぜひ浜田へ遊びに来てくださ
い！
　資料提供：浜田市 産業経済部 水産振興課

私たちのまちのＳｅａ級グルメ ⑪

浜田市長イチオシのバトウめし

― みなとオアシス浜田 ―

ど
を
行
い
、
２
０
２
５
年
度

末
く
ら
い
の
着
工
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
最
初
に
行
う
工

事
は
、
地
盤
改
良
工
事
で
す
。

海
底
の
地
盤
が
軟
弱
な
の
で
、

多
く
の
時
間
を
地
盤
改
良
工

事
に
費
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
境
港こ

う

管
理
組
合
の
岩
下
久ひ

さ

展の
ぶ

局
長
は
「
境
港
は
北
東
ア

ジ
ア
の
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
ー
と
し

て
発
展
を
続
け
て
い
ま
す
。

山
陰
の
企
業
は
、
世
界
の
市

場
に
向
け
て
ぜ
ひ
活
用
し
て

い
た
だ
き
た
い
」
と
話
し
ま

し
た
。

　
ま
た
、
国
土
交
通
省
中
国

地
方
整
備
局
境
港
湾
・
空
港

整
備
事
務
所
の
尾
﨑
靖
所
長

は
「
地
元
の
企
業
に
で
き
る

だ
け
工
事
に
参
加
し
て
も
ら

い
、
境
港
地
域
を
盛
り
上
げ

て
い
き
た
い
で
す
。
ま
た
安

ー
で
の
販
売
▽
干
物
・
惣
菜

・
絣
小
物
販
売
▽
境
港
サ
ー

モ
ン
の
試
食
、
汁
の
配
布
▽

境
港
湾
・
空
港
整
備
事
務
所

の
港
湾
業
務
艇
「
は
く
し
ゅ

う
」
シ
ョ
ー
ト
ク
ル
ー
ズ
▽

境
海
上
保
安
部
巡
視
船
「
や

え
ざ
く
ら
」
見
学(

天
候
や
、

や
む
を
得
な
い
事
情
で
変
更
、

中
止
の
可
能
性
あ
り)

▽
海

の
生
き
物
に
触
れ
る
タ
ッ
チ

ン
グ
プ
ー
ル
―
な
ど

　
詳
し
く
は
、
同
境
港
支
所

(

☎
44
―
０
２
２
５)

ま
で
。沿岸の新鮮な魚を買い求める人で賑わう会場

全
に
、
着
実
に
進
め
た
い
と

思
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
・

ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
」

と
呼
び
か
け
ま
し
た
。
　

　
詳
し
く
は
、
同
管
理
組
合

(

☎
42
―
３
７
０
５)

、
ま
た

は
同
整
備
事
務
所(

☎
42
―

３
１
４
５)

に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

中
野
港
漁
村
市
を
開
催

沿
岸
の
魚
を
手
ご
ろ
な
価
格
で

５月��日



（有）末広ドライクリーニング
本社　境港市外江町2270－1  TEL（0859）44－5830

直営
支店

普段着からブランド衣料まで
　皮製品・和服洗い・シミ抜き
　　皮バッグ・皮ブーツ・スニーカー・帽子
　　　ぬいぐるみ・ブランドダウン・修理・かけはぎなど、

普段着からブランド衣料まで
　皮製品・和服洗い・シミ抜き
　　皮バッグ・皮ブーツ・スニーカー・帽子
　　　ぬいぐるみ・ブランドダウン・修理・かけはぎなど、

元町店・外江店・PLANT店・ディオ店
イオン日吉津店・両三柳マルイ店・西福原ラ・ムー店

技術の末広ドライにお任せ!!技術の末広ドライにお任せ!!

創業49年

代表取締役 宮　本　隆　史

株式会社 大  新

本　　　社/〒684‒0034　鳥取県境港市昭和町13‒31
　　　　　 TEL（0859）44ｰ1335　FAX（0859）42ｰ4100
東京営業所/〒104‒0045　東京都中央区築地6‒4‒5
　　　　　 TEL（03）3545ｰ4531　FAX（03）3545ｰ4566
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境
港
商
工
会
議
所
会
員

企
業
の
創
業
時
の
様
子
を

伝
え
る
「
創
業
の
頃
」。

今
回
は
マ
ル
コ
フ
ー
ズ
㈱

(

昭
和
町)

の
篠
田
佳よ

し

夫お

社

長
に
伺
い
ま
し
た
。

　
当
社
は
１
９
９
１
年
２
月
、

境
港
市
浜
ノ
町
に
「
の
り
た

ま
」
の
名
前
で
親
し
ま
れ
て

い
る
丸
美
屋
食
品
工
業
㈱
の

１
０
０
㌫
子
会
社
と
し
て
設

立
し
ま
し
た
。
そ
の
３
年
後
、

１
９
９
４
年
９
月
に
「
麻
婆

豆
腐
・
レ
ト
ル
ト
食
品
」
の

専
用
工
場
と
し
て
昭
和
町
に

移
転
し
、
生
産
を
開
始
。
現

在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　
当
時
、
丸
美
屋
は
新
た
な

麻
婆
豆
腐
・
レ
ト
ル
ト
食
品

の
生
産
拠
点
を
模
索
し
て
お

り
、
そ
の
候
補
と
し
て
西
日

本
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
中
で
境
港
市
が
選
ば
れ

た
と
記
憶
し
て
い
ま
す
。

　
設
立
時
は
従
業
員
51
人
で
、

生
産
能
力
は
日
産
１
万
８
０

０
０
食
で
し
た
。
そ
の
後
、

専
用
工
場
に
生
産
ラ
イ
ン
を

移
し
て
か
ら
は
約
２
倍
の
生

産
能
力
を
持
つ
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
ち
な
み
に
現
在
は
、

日
産
９
万
９
０
０
０
食
の
生

産
能
力
で
す
。
当
時
、
特
に

麻
婆
豆
腐
ラ
イ
ン
は
、
充
填

機
・
殺
菌
機
・
包
装
機
と
も

丸
美
屋
専
用
機
で
あ
る
こ
と

か
ら
立
ち
上
げ
に
関
し
、
大

変
苦
労
し
ま
し
た
。

　
２
０
０
０
年
に
は
「
生
産

管
理
シ
ス
テ
ム
」
を
導
入
。

パ
ソ
コ
ン
の
入
力
業
務
の
た

め
、
多
く
の
社
員
が
丸
美
屋

の
埼
玉
工
場
に
研
修
に
行
く

な
ど
の
困
難
も
あ
り
ま
し
た

が
、
生
産
予
定
か
ら
原
料
の

発
注
、
稼
働
人
員
、
時
間
ま

で
、
シ
ス
テ
ム
上
で
計
画
・

管
理
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。

　
そ
の
数
カ
月
後
の
こ
と
で

し
た
。「
西
部
地
震
」
発
生

に
伴
い
当
社
も
被
害
が
あ
り
、

３
日
間
の
稼
働
停
止
を
余
儀

な
く
さ
れ
ま
し
た
。

　
稼
働
再
開
に
向
け
、
修
理

を
し
て
い
た
だ
い
た
設
備
・

イ
ン
フ
ラ
関
連
業
者
の
努
力

も
あ
り
、
４
日
後
に
は
稼
働

を
再
開
。
改
め
て
、
地
元
業

者
の
底
力
を
見
せ
つ
け
ら
れ

た
思
い
が
し
た
も
の
で
す
。

　
東
日
本
大
震
災
の
時
は
、

当
社
で
は
被
害
は
出
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
関
東
・
甲
信
越

に
あ
る
「
麻
婆
豆
腐
」
製
造

工
場
が
被
害
を
受
け
、
影
響

の
な
か
っ
た
当
社
で
は
「
供

給
義
務
」
の
名
の
も
と
負
荷

の
か
か
っ
た
製
造
を
余
儀
な

く
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
こ
と
も
あ
り
、
丸
美

創業の創業の 36

安全であるから安心できる
― マルコフーズ ―

頃

操業を目前に控えた同社工場

屋
は
「
の
り
た
ま
」
生
産

の
主
力
工
場
を
関
東
だ
け

に
置
い
て
お
く
こ
と
に
危

機
を
感
じ
、
２
０
１
５
年

４
月
に
境
港
市
に
ふ
り
か

け
製
造
工
場
を
設
け
ま
し

た
。
こ
れ
が
マ
ル
コ
フ
ー

ズ
の
第
２
工
場
に
な
り
ま

す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
時
代
の

変
化
と
と
も
に
、
設
備
・

管
理
シ
ス
テ
ム
も
変
化
し

て
い
き
ま
す
が
、「
安
全

で
あ
る
か
ら
安
心
で
き

る
」
の
理
念
を
忘
れ
ず
、

常
に「
今
日
も
お
い
し
く
」

を
モ
ッ
ト
ー
に
商
品
を
食

卓
に
お
届
け
し
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。
　
　(

談)

足
立
年
永
氏
が
記
念
講
演

挑
戦
し
よ
う 

新
社
会
人
に
エ
ー
ル
境港商議所
新就職者激励会

　

境
港
商
工
会
議
所
は
４
月
７
日
、
第
55
回
新
就
職
者
者
激

励
会
を
開
催
。
学
窓
を
離
れ
た
〝
社
会
人
１
年
生
〟
48
人

(

12
事
業
所)

が
参
加
し
、
職
場
生
活
に
対
す
る
決
意
を
新
た

に
し
ま
し
た
。
式
典
終
了
後
に
は
、
㈱
Ｖ
ｉ
ｓ
ｔ
ａ
ｉ
ｎ
ｎ

ｏ
ｖ
ａ
ｔ
ｅ(

ビ
ス
タ
イ
ノ
ベ
イ
ト
、
松
江
市
西
茶
町)

の
足

立
年と

し

永な
が

社
長
を
講
師
に
「
新
し
い
挑
戦
の
第
一
歩
」
と
題
し

た
記
念
講
演
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
足
立
社
長
は
１
９
９
４
年

か
ら
30
年
間
に
わ
た
り
、
商

工
会
で
小
規
模
事
業
者
の
経

営
指
導
に
従
事
。
同
社
を
起

業
し
、
飲
食
業
を
中
心
に
コ

ン
サ
テ
ィ
ン
グ
事
業
を
展
開

し
て
い
ま
す
。

　
講
演
で
足
立
社
長
は
ま
ず
、

環
境
の
変
化
に
慣
れ
る
こ
と

が
大
切
と
強
調
。「
皆
さ
ん
、

ガ
ラ
ッ
と
環
境
が
変
わ
り
、

不
安
だ
と
思
い
ま
す
。
始
め

に
、
社
会
人
で
あ
る
こ
と
に

慣
れ
ま
し
ょ
う
。
そ
う
す
れ

ば
、
通
勤
や
仕
事
、
会
社
、

周
り
の
人
に
と
、
だ
ん
だ
ん

に
慣
れ
て
く
る
も
の
で
す
」

と
話
し
ま
し
た
。

　
次
に
、
社
会
人
に
必
要
な

ポ
イ
ン
ト
を
▽
社
会
人
と
し

て
求
め
ら
れ
る
心
構
え
▽
失

社
会
人
と
し
て
必
要
な
ポ
イ
ン
ト
を
提
案
す
る
足
立
年
永
氏

敗
を
恐
れ
ず
挑
戦
す
る
勇
気

▽
職
場
で
求
め
ら
れ
る
「
協

調
性
」
と
「
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
」

▽
自
分
の
キ
ャ
リ
ア
ビ
ジ
ョ

ン
を
描
く
▽
変
化
を
恐
れ
ず
、

前
に
進
む
力
―
の
５
つ
で
あ

る
と
提
案
し
、
詳
し
く
解
説
。

　
続
い
て
「
会
社
は
、
皆
さ

ん
を
大
事
に
守
っ
て
く
れ
ま

す
。
そ
れ
は
、
皆
さ
ん
が
大

切
な
人
材
だ
か
ら
で
す
。
そ

の
た
め
に
も
、
早
く
慣
れ
る

こ
と
。
こ
れ
に
ま
ず
、
取
り

組
ん
で
く
だ
さ
い
。
そ
の
あ

と
に
５
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
磨

き
上
げ
、
会
社
の
力
に
な
っ

て
く
だ
さ
い
」
と
要
請
し
ま

し
た
。

　
ま
た
「
新
し
い
環
境
で
一

歩
を
踏
み
出
す
こ
と
が
最
初

の
挑
戦
。
そ
の
一
歩
を
踏
み

出
し
た
先
に
無
限
の
可
能
性

が
待
っ
て
い
ま
す
。
自
分
の

可
能
性
を
信
じ
て
前
向
き
に

仕
事
に
取
り
組
み
ま
し
ょ

う
」
と
提
案
。

　
最
後
に
「
皆
さ
ん
は
、
こ

れ
か
ら
伸
び
し
ろ
の
あ
る
大

切
な
人
材
で
す
。
前
向
き
に

成
長
す
る
気
持
ち
を
持
っ
て
、

自
分
を
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
。
い
ず
れ
は

境
港
、
そ
し
て
日
本
経
済
を

支
え
る
一
翼
に
な
っ
て
ほ
し

い
。
私
の
話
を
こ
ん
な
に
真

剣
に
聴
い
て
く
れ
た
皆
さ
ん

な
ら
大
丈
夫
で
す
」
と
、
新

社
会
人
に
エ
ー
ル
を
送
り
ま

し
た
。

　
韓
国
の
社
団
法
人
江
原
経

済
人
連
合
会(

東
海
市)

は

３
月
28
日
、
環
日
本
海
定
期

貨
客
船
・
イ
ー
ス
タ
ン
ド
リ

ー
ム
号
の
航
路
活
性
化
と
民

間
経
済
交
流
の
た
め
、
約
２

０
０
人
が
同
船
に
乗
船
し
て

鳥
取
県
を
訪
問
。

　
鳥
取
県
、
中
海
・
宍
道
湖

・
大
山
圏
域
市
長
会
、
県
内

経
済
団
体
な
ど
が
芙
蓉
別
館

(

米
子
市
皆
生)

で
歓
迎
会

を
行
い
ま
し
た
。

　
同
連
合
会
は
、
江
原
道

の
経
済
人
同
士
の
緊
密
な

連
携
を
通
じ
て
親
睦
を
深

め
、
地
域
経
済
の
活
性
化

と
均
衡
あ
る
発
展
を
図
り
、

様
々
な
経
済
課
題
の
解
決

を
通
じ
て
地
域
経
済
の
発

展
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
団
体
で
す
。

　
歓
迎
会
に
は
、
江
原
経

済
人
連
合
会
か
ら
の
出
席

者
を
始
め
と
し
た
34
人
が

参
加
。
江
原
特
別
自
治
道

の
呂ヨ

ジ
ュ
ン
ヒ
ョ
プ

重
協
行
政
副
知
事
、
鳥

取
県
の
亀
井
一か

ず

賀よ
し

副
知
事
、

環
日
本
海
経
済
活
動
促
進
協

議
会
の
足
立
統
一
郎
会
長
、

同
連
合
会
の
全

チ
ョ
ン
オ
ク
チ
ャ
ン

億
燦
会
長
が

あ
い
さ
つ
し
、
伊
達
憲
太
郎

中
海
・
宍
道
湖
・
大
山
圏
域

市
長
会
副
会
長(

境
港
市
長)

の
乾
杯
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。

　
歓
迎
会
の
中
で
は
、
同
連

合
会
の
洪ホ

ン
ヒ
ョ
プ俠
事
務
処
長
と
同

協
議
会
の
事
務
局
を
務
め
る

境
港
貿
易
振
興
会
の
岩
田
朗

事
務
局
長
が
事
業
説
明
を
行

い
、
中
海
・
宍
道
湖
・
大
山

圏
域
特
産
品
の
抽
選
会
、
記

念
品
交
換
な
ど
も
実
施
。
な

ご
や
か
で
活
発
な
意
見
が
交

わ
さ
れ
た
歓
迎
会
で
し
た
。

韓国・江原経済人連合会が来訪

鳥取県、歓迎の昼食会開く
イースタンドリーム号活性化に

記念品を交換した鳥取県と江原道の関係者

　鳥取県は、中小企業や小規模事業者
に対して「とっとり企業支援ネットワー
ク」を構成。20の機関と連携して支援
します。詳しくは、境港商工会議所相
談課（☎44－１１１１)へ。

ネットワークで企業を支援
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ニーズに応え、地域社会に貢献する。
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代表取締役社長　池　田　太　一

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

ち
ょ
っ
と拝 見

― 北陽冷蔵 ―

搬送ロボットを導入
人手不足解消と従業員の意識改革へ

　

北
陽
冷
蔵
㈱(

昭
和
町
、
梶
谷
肇
社
長)

は
、
同
社
工
場
に

搬
送
ロ
ボ
ッ
ト
を
導
入
し
ま
し
た
。
今
回
の
「
ち
ょ
っ
と
拝

見
」
は
、
ロ
ボ
ッ
ト
の
導
入
で
生
産
性
向
上
を
図
る
同
社
を

訪
問
し
ま
し
た
。

　
同
社
が
導
入
し
た
の
は
、

全
自
動
の
搬
送
ロ
ボ
ッ
ト
で

す
。
半
製
品
を
乗
せ
て
製
造

現
場
か
ら
梱
包
作
業
の
場
所

ま
で
を
自
走
し
ま
す
。
到
着

す
る
と
音
を
出
し
て
知
ら
せ
、

従
業
員
が
荷
物
を
降
ろ
す
と
、

再
び
元
の
場
所
ま
で
移
動
。海

外
事
情
編

とっとり国際
ビジネスセンター

海
外
展
開
の
ス
ス
メ

海
外
取
引
に
補
助
金
の
活
用
を

　
と
っ
と
り
国
際
ビ
ジ
ネ

ス
セ
ン
タ
ー
の
海
外
ビ
ジ

ネ
ス
支
援
補
助
金
は
、
海

外
で
の
展
示
会
の
出
展
料

や
商
談
の
た
め
の
渡
航
費
、

通
訳
費
用
、
外
国
語
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
の
作
成
、
輸
出

入
の
検
査
料
な
ど
、
海
外

の
販
路
拡
大
に
必
要
と
さ

　

海
外
と
の
取
引
を
目
指
す
動
き
が
活
発
に
な
っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、「
海
外
に
販
路
を
広
げ
る
に
は
、
お
金
が
か

か
る
」
と
い
う
の
は
、
大
き
な
ハ
ー
ド
ル
の
一
つ
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
今
回
は
、
海
外
展
開
の
た
め
の
補
助
金
制

度
を
紹
介
し
ま
す
。

れ
る
経
費
の
２
分
の
１
、
年

間
75
万
円
ま
で
助
成
を
す
る

制
度
で
す
。

　
さ
ら
に
、
今
年
度
か
ら
は

米
子
鬼
太
郎
空
港
発
着
の
国

際
路
線
を
利
用
し
て
渡
航
し

た
場
合
に
は
、
旅
費
の
助
成

率
を
３
分
の
２
に
か
さ
上
げ

し
て
助
成
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　
ま
た
、
海
外
向
け
動
画
作

成
を
し
た
い
と
い
う
皆
さ
ん

に
は
、
動
画
作
成
費
用
の
２

分
の
１
、
20
万
円
ま
で
を
助

成
す
る
制
度
も
あ
り
ま
す
。

言
葉
で
説
明
す
る
よ
り
は
、

目
で
見
て
視
覚
に
訴
え
る
ほ

う
が
万
国
共
通
の
効
果
的
な

手
法
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　
海
外
販
路
開
拓
の
ノ
ウ
ハ

ウ
を
持
っ
た
専
門
家
に
、
継

続
的
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら

い
な
が
ら
、
海
外
展
開
を
目

指
し
た
い
と
い
う
人
に
は
、

海
外
展
開
専
門
的
サ
ポ
ー
ト

事
業
補
助
金
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
会
社
が
依
頼
し

た
専
門
家
に
支
払
う
年
度
末

ま
で
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
料
の

３
分
の
２
、
最
高
40
万

円
ま
で
助
成
す
る
制
度

で
す
。
現
地
企
業
と
の

契
約
や
相
手
国
パ
ー
ト

ナ
ー
の
紹
介
な
ど
、
そ

れ
ぞ
れ
の
企
業
ニ
ー
ズ

に
応
じ
て
利
用
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
補
助
金
は

毎
年
、
十
分
な
予
算
を

確
保
し
て
県
内
企
業
の

皆
さ
ん
が
活
用
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
こ
こ
１
―

２
年
は
応
募
者
も
多
く
、

夏
に
は
予
算
が
な
く
な

る
状
況
が
続
い
て
い

ま
す
。

　
ご
利
用
の
際
に
は
、
お

早
目
に
当
セ
ン
タ
ー(

☎

30
―
３
１
６
１)

に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

ロボットから荷物を降ろす同社スタッフ

従
業
員
１
人
が
運
ぶ
の
と
同

じ
程
度
の
配
送
量
を
1
回
で

運
び
ま
す
。

　
ま
た
、
障
害
物
が
あ
れ
ば

避
け
た
り
、
自
ら
ス
ト
ッ
プ

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
電

動
で
移
動
時
に
音
が
し
な
い

た
め
、
音
楽
を
鳴
ら
し
て
動

い
て
い
る
こ
と
を
周
囲
に
知

ら
せ
て
い
ま
す
。
３
月
末
の

導
入
後
、
順
調
に
稼
働
中
で

す
。

　
ロ
ボ
ッ
ト
の
導
入
は
、
将

来
的
に
人
手
不
足
が
深
刻
に

な
る
こ
と
を
予
想
し
て
の
対

策
で
す
。
そ
う
い
っ
た
状
況

に
も
対
応
で
き
る
よ
う
従
業

員
の
意
識
改
革
が
必
要
で
、

そ
の
シ
ン
ボ
ル
的
な
も
の
に

し
よ
う
と
、
導
入
し
た
と
の

こ
と
。

　
梶
谷
社
長
は
「
物
を
た
だ

移
動
す
る
だ
け
で
は
、
付
加

価
値
は
生
ま
れ
ま
せ
ん
。
そ

う
い
う
作
業
は
、
ロ
ボ
ッ
ト

に
で
き
ま
す
。
全
従
業
員
に

自
分
自
身
が
生
産
性
を
上
げ

な
け
れ
ば
と
い
う
意
識
を
強

く
持
っ
て
も
ら
う
よ
う
な
効

果
を
期
待
し
て
い
ま
す
」
と

話
し
ま
し
た
。

補
助
金
の
活
用
で
海
外
展
示
会
に
出
展

　
同
社
は
、
水
産
加
工
食
品

や
冷
凍
食
品
の
製
造
販
売
と
、

冷
蔵
倉
庫
業
が
主
な
業
務
で

す
。

　「
自
然
の
恵
み
を
大
切
に
」

を
モ
ッ
ト
ー
に
「
安
心
・
安

全
で
満
足
し
て
い
た
だ
け
る

商
品
を
製
造
す
る
こ
と
」
を

使
命
と
し
て
商
品
開
発
・
製

造
・
販
売
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
ま
た
、
地
域
社
会
へ

の
貢
献
や
従
業
員
の
働
き
や

す
さ
を
追
求
す
る
な
ど
、
様

々
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。

　
詳
し
く
は
、
同
社(

☎
44

―
２
０
１
１)

ま
で
。

　
同
社
の
始
ま
り
は
、
１

９
９
５(

平
成
７)

年
に
両

代
表
の
母
で
あ
る
渡
邊
千

恵
子
・
前
社
長
が
、
水
木

し
げ
る
ロ
ー
ド
沿
い
に
所

有
し
て
い
る
空
き
店
舗
で

手
作
り
の
粘
土
細
工
な
ど

を
置
い
て
販
売
し
た
こ
と

で
し
た
。

　
そ
の
後
、１
９
９
７(

平

成
９)

年
に
店
舗
改
装
を

　

鬼
太
郎
の
里
わ
た
な
べ
㈱(

松
ヶ
枝
町)

は
こ
と
し
１
月
、

原
田
幸
代
さ
ん
と
渡
邊
由
美
さ
ん
の
姉
妹
が
共
同
代
表
に

な
り
ま
し
た
。
今
回
の
「
会
員
の
今
」
は
同
社
に
登
場
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

２
人
の
新
代
表
が
誕
生

鬼
太
郎
の
里
わ
た
な
べ

境港商議所
会員の今　65

実
施
。
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
や

県
内
外
の
メ
ー
カ
ー
か
ら
グ

ッ
ズ
を
仕
入
れ
て
販
売
す
る

現
在
の
形
に
な
り
ま
し
た
。

今
で
は
文
房
具
や
バ
ッ
グ
類
、

タ
オ
ル
類
な
ど
、
多
く
の
ラ

イ
ン
ナ
ッ
プ
を
取
り
揃
え
て

い
ま
す
。

　
中
で
も
自
社
で
作
っ
て
い

る
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
は
「
他

店
に
は
置
い
て
い
な
い
の
で

お
す
す
め
で
す
」

と
話
す
原
田
代
表
。

ま
た「
街
が
好
き
」

「
人
が
良
い
」
と

境
港
の
フ
ァ
ン
に

な
り
、
リ
ピ
ー
ト

で
来
る
観
光
客
が

多
く
、
観
光
地
と

し
て
の
境
港
の
強

さ
を
感
じ
て
い
る
と
の
こ
と
。

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
ブ
ロ
グ
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
情
報
発
信
に
も

力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
県
外

か
ら
や
っ
て
く
る
観
光
客
や

水
木
し
げ
る
先
生
の
フ
ァ
ン

か
ら
「
見
た
よ
」
と
声
を
掛

け
ら
れ
る
こ
と
も
多
く
、
情

報
発
信
を
担
当
し
て
い
る
渡

邊
代
表
は
「
季
節
限
定
の
影

絵
な
ど
、
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
に

載
っ
て
い
な
い
情
報
を
伝
え

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
」

と
話
し
ま
す
。

　
最
後
に
両
代
表
は
「
水

木
し
げ
る
ロ
ー
ド
全
体
を

楽
し
ん
で
、
お
気
に
入
り

の
妖
怪
を
見
つ
け
て
ほ
し

い
。
そ
し
て
、
お
越
し
の

際
は
ぜ
ひ
当
店
に
お
立
ち

寄
り
く
だ
さ
い
」
と
呼
び

か
け
ま
し
た
。

　
詳
し
く
は
、
同
社(

☎

42
―
２
１
８
９)

ま
で
。

店舗正面に立つ原田幸代代表（左）
と渡邊由美代表　   　  Ⓒ水木プロ

　境港商工会議所
は、市内事業所に無
料で専門家を派遣し
ています。
　小規模事業者や中
小企業の経営に関わ
る様々な分野の専門
家が課題解決の第一
歩に向け、お手伝い
をするものです。
　詳しくは、境港商
工会議所相談課（☎
4 4－１１１１)にお問
い合わせください。

経営課題解決に
専門家を派遣
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男
女
共
同
参
画
を
推
進
す
る
境
港
企
業
を
紹
介
す
る
当

コ
ー
ナ
ー
。
今
回
は
、
㈱
大
昇
食
品(

昭
和
町
、
廣
瀨
康
彦

社
長)

の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

　
各
種
カ
ニ
製
品
の
製
造
販

売
が
主
な
業
務
の
同
社
は
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達
成
に
努
め
て

お
り
、
地
域
経
済
の
中
心
的

な
担
い
手
と
な
り
う
る
事
業

者
で
あ
る
と
し
て
、
経
済
産

業
省
か
ら
「
地
域
未
来
牽け

ん

引

企
業
」
に
選
定
さ
れ
る
な
ど
、

地
域
貢
献
活
動
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　
ま
た
、
男
女
共
同
参
画
の

推
進
に
も
積
極
的
で
す
。
同

社
は
、
社
内
の
全
従
業
員
が

仕
事
に
必
要
な
資
格
や
教
育

訓
練
を
望
む
場
合
は
、
費
用

負
担
な
ど
の
支
援
を
決
め
て

い
ま
す
。

　
同
社
に
は
現
在
、
ベ
ト
ナ

ム
か
ら
来
た
女
性
が
31
人
就

業
中
で
す
。
こ
の
う
ち
の
６

人
が
資
格
取
得
の
た
め
、
労

働
基
準
協
会
が
主
催
す
る
職

長
講
習
を
受
講
。
同
社
は
、

リ
ー
ダ
ー
の
誕
生
を
心
待
ち

に
し
て
い
る
と
の
こ
と
。

　
外
国
人
が
日
本
の
会
社
で

働
く
場
合
、
技
能
実
習
生
に

な
る
と
い
う
方
法
が
あ
り
ま

す
が
、
こ
の
場
合
は
研
修
の

名
目
で
在
留
資
格
は
最
長
３

年
で
す
。

　
一
方
、
外
国
人
に
さ
ら
に

活
躍
し
て
も
ら
お
う
と
特
定

技
能
と
い
う
資
格
制
度
が
で

き
ま
し
た
。
特
定
技
能
１
号

の
在
留
資
格
は
合
計
５
年
間
、

日
本
で
働
く
こ
と
が
で
き
ま

す
。
同
社
の
数
人
が
こ
の
資

格
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　
職
長
講
習
を
受
講
し
て
い

る
６
人
も
こ
の
資
格
で
、
特

定
技
能
２
号
の
取
得
を
目
指

し
て
い
ま
す
。
同
２
号
の
在

留
資
格
は
期
限
が
な
く
、
家

族
を
連
れ
て
く
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。
熟
練
し
た
技
能
を

持
っ
た
人
向
け
で
、
ほ
か
の

人
に
仕
事
を
教
え
た
り
、
仕

事
の
進
み
具
合
を
見
る
仕
事

を
す
る
役
割
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
同
社
の
有
休
休
暇

の
取
得
率
は
83
㌫
で
す
。
育

児
休
業
や
介
護
休
業
も
希
望

者
は
全
員
が
取
得
。
男
性
の

取
得
も
あ
り
ま
し
た
。
学
校

行
事
な
ど
の
急
な
休
み
で
も
、

時
間
休
を
含
め
て
柔
軟
に
対

応
し
ま
す
。
休
ん
だ
人
の
代

わ
り
に
仕
事
が
で
き
る
人
員

の
い
る
社
内
環
境
が
強
み
で

す
。

　
廣
瀨
社
長
は
「
女
性
が
多

い
職
場
な
の
で
、
こ
れ
か
ら

も
女
性
が
活
躍
で
き
る
環
境

を
整
え
て
い
き
た
い
で
す
」

と
話
し
ま
し
た
。

　
詳
し
く
は
、
同
社(

☎
44

―
７
５
１
１)

ま
で
。

ー 大昇食品 ー
女性が活躍できる環境を整備
男女共同参画 境港企業の取り組み男女共同参画 境港企業の取り組み シリーズ⑱

職長目指して研修に参加する同社のホ
ーティハーチャンさん＝同社製造工場

　
毎
年
５
月
12
日
は
「
看
護

の
日
」
で
す
。
済
生
会
境
港

総
合
病
院(

米
川
町)

は
、
看

護
の
日
に
ち
な
ん
で
５
月
13

日
に
講
演
会
を
行
い
ま
す
。

　
講
演
会
で
は
、
同
病
院
の

認
定
看
護
師
３
人(

認
知
症

看
護
、
感
染
管
理
、
糖
尿
病

看
護)

が
そ
れ
ぞ
れ
の
疾
患

の
予
防
法
に
つ
い
て
分
か
り

や
す
く
話
し
ま
す
。
予
約
不

要
で
、
無
料
で
す
。

　
ま
た
併
せ
て
、
体
験
ブ
ー

ス
を
設
置
し
、
血
圧
測
定
や

血
糖
測
定
、
健
康
相
談
も
実

施
し
ま
す
。
元
気
に
生
活
す

る
た
め
に
、
自
分
の
身
体
に

向
き
合
い
、
健
康
を
意
識
す

る
こ
と
は
と
て
も
大
切
で
す
。

気
軽
に
看
護
師
に
健
康
に
つ

い
て
相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
同
イ
ベ
ン
ト
の
あ
ら
ま
し

は
、
次
の
通
り
で
す
。

看
護
の
日
に
ち
な
み
イ
ベ
ン
ト

認
定
看
護
師
が
予
防
法
な
ど
解
説
済生会境港
総 合 病 院

５月13日

　
境
港
で
生
産
さ
れ
た
商
品
を
地
元
の
ど
こ
で
買
え
る
の
か

を
探
す
こ
の
コ
ー
ナ
ー
。
今
回
紹
介
す
る
の
は
、
㈲
浜
橋
商

店(

渡
町
、
浜
橋
憲
治
社
長)

の
商
品
で
す
。

　
同
社
は
、
境
港
水
産
物

直
売
セ
ン
タ
ー(

昭
和

町)

の
店
舗
で
鮮
魚
や
カ

ニ
、
自
社
製
の
干
物
な
ど

を
販
売
し
て
い
ま
す
。

　
同
社
の
本
社
工
場
で
は
、

境
漁
港
で
水
揚
げ
さ
れ
た

旬
の
新
鮮
な
魚
を
厳
選
し

て
、
一
夜
干
や
ミ
リ
ン
干

と
い
っ
た
干
物
を
製
造
。

　
な
る
べ
く
添
加
物
を
使
わ

ず
、
一
つ
ひ
と
つ
て
い
ね
い

に
お
い
し
く
安
全
な
干
物
を

作
っ
て
い
ま
す
。
多
く
の
皆

さ
ん
か
ら
リ
ピ
ー
ト
の
注
文

が
来
る
こ
と
を
心
強
く
思
っ

て
い
る
と
の
こ
と
。

　
同
社
の
一
夜
干
は
、
甘
塩

で
絶
妙
な
塩
加
減
が
特
色
で

す
。
焼
い
て
も
か
ら
揚
げ

(

素
揚
げ)

に
し

て
も
お
い
し
く
食

べ
ら
れ
ま
す
。
主

な
種
類
は
、
カ
レ

イ
、
ハ
タ
ハ
タ
、

キ
ス
、
ア
ジ
、
ノ

ド
グ
ロ
な
ど
。

　
ま
た
、
イ
ワ
シ

や
ア
ジ
な
ど
の
ミ

リ
ン
干
も
製
造
し

て
い
ま
す
。
ミ
リ

ン
干
は
、
弱
火
で

焼
く
と
お
い
し
く

食
べ
ら
れ
ま
す
。

　
浜
橋
社
長
は

「
干
す
こ
と
で
生

と
は
違
う
別
の
味
が
楽
し
め

ま
す
。
ぜ
ひ
、
水
産
物
直
売

セ
ン
タ
ー
に
当
社
の
干
物
を

買
い
に
来
て
く
だ
さ
い
」
と

呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
詳
し
く
は
、
同
社(

☎

47
―
０
２
７
５)

に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

境港発商品

発見

各
種
干
物
製
品

浜
橋
商
店

干
物
を
紹
介
す
る
同
社
の
浜
橋
美
智
子

さ
ん
＝
境
港
水
産
物
直
売
セ
ン
タ
ー

日
時
　
５
月
13
日
㈫
　
▽
午

後
１
時
15
分
～
＝
受
付
開
始

▽
午
後
１
時
20
分
～
２
時
＝

体
験
ブ
ー
ス(

血
圧
測
定
、

血
糖
測
定)

、
健
康
相
談
▽

午
後
２
時
～
３
時
＝
講
演
会

場
所
　
済
生
会
境
港
総
合
病

院 

２
階
会
議
室

　
詳
し
く
は
、
同
病
院
看
護

部(

☎
42
―
３
１
６
１)

ま
で
。

　
境
港
商
工
会
議
所
は
、
市

内
事
業
者
の
経
営
課
題
解
決

に
向
け
て
、
各
種
の
個
別
相

談
会
を
そ
れ
ぞ
れ
毎
月
1
回

開
催
し
て
い
ま
す(

秘
密
厳

守
、
相
談
料
無
料)
。
開
催

場
所
は
、
い
ず
れ
も
境
港
商

工
会
議
所 

経
営
支
援
室(
上

道
町)

で
す
。

　
各
相
談
会
の
あ
ら
ま
し
は
、

次
の
通
り
。

よ
ろ
ず
支
援
拠
点
経
営
相
談

会
　
境
港
商
工
会
議
所
と
鳥

取
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
は
、

毎
月
第
２
火
曜
日
に
経
営
相

談
会
を
開
催(

開
催
日
の
２

日
前
ま
で
の
予
約
が
必
要)

。

相
談
員
は
、
同
よ
ろ
ず
支
援

拠
点
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
で

す知
財
無
料
相
談
会
　
境
港
商

工
会
議
所
は
、
Ｉ
Ｎ
Ｐ
Ｉ
Ｔ

鳥
取
県
知
財
総
合
窓
口
の
協

力
を
得
て
、
毎
月
第
２
水
曜

日
に
知
財
無
料
相
談
会
を
開

催
し
ま
す(

開
催
日
の
前
日

午
前
中
ま
で
の
予
約
が
必

要)

。
相
談
員
は
、
Ｉ
Ｎ
Ｐ

Ｉ
Ｔ
鳥
取
県
知
財
総
合
窓
口

か
ら
派
遣
さ
れ
る
支
援
担
当

者
で
す

事
業
承
継
個
別
相
談
会
　
境

港
商
工
会
議
所
と
境
港
市
、

鳥
取
県
事
業
承
継
・
引
継
ぎ

支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
事
業
承

継
全
般
に
関
す
る
相
談
会
を

毎
月
第
３
木
曜
日
に
開
催

(

開
催
日
前
日
ま
で
の
予
約

が
必
要)

。
相
談
員
は
、
鳥

取
県
事
業
承
継
・
引
継
ぎ
支

援
セ
ン
タ
ー
専
門
相
談
員
で

す　
詳
し
く
は
、
境
港
商
工
会

議
所
相
談
課(

☎
44
―
１
１

１
１)

ま
で
。

相談会の名称

よろず支援拠点経営相談会

知財無料相談会

事業承継個別相談会

日　時

５月の相談会スケジュール

５月13日㈫ 午後1時～4時

５月14日㈬ 午後1時～4時

５月15日㈭ 午後1時～4時

ー 境港商議所 ー

毎月１回開催

各種個別相談会
4
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スポットライトスポットライト

ロ
ゴ
マ
ー
ク
決
ま
る

８
の
字
ル
ー
ト
を
Ｐ
Ｒ

中
海
・

宍
道
湖

　

中
海
・
宍
道
湖
８
の
字
ル
ー
ト
整
備
推
進
会
議
は
同
ル
ー

ト
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
決
定
し
ま
し
た
。
今
回
の
「
ス
ポ
ッ
ト

ラ
イ
ト
」
は
、
こ
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
活
用
し
て
８
の
字
ル
ー

ト
の
早
期
整
備
に
つ
な
げ
よ
う
と
す
る
同
推
進
会
議
の
取
り

組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

　

昨
年
４
月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
た
水
木
し
げ

る
記
念
館
を
同
館
の
学
芸
員
が
紹
介
す
る
こ
の
コ
ー
ナ
ー
。

今
回
の
執
筆
者
は
、
坂
本
茜あ

か
ね

さ
ん
で
す
。

　
２
０
２
５
年
４
月
20
日
、

水
木
し
げ
る
記
念
館
は
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
か
ら
1

周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
い
つ

も
記
念
館
を
応
援
し
て
い
た

だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
皆

さ
ん
と
一
緒
に
、
境
港
を
さ

ら
に
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
と

も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

　
さ
て
、
こ
の
1
年
間
で
記

念
館
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
変
化

が
あ
り
ま
し
た
。
４
月
12
日

か
ら
は
新
し
い
企
画
展
「
水

木
し
げ
る
の
戦
記
漫
画
」
が

ス
タ
ー
ト
し
、
多
く
の
皆
さ

ん
に
ご
来
館
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
シ

ョ
ッ
プ
「
な
・
ぷ
ー
ん
ス
ト

ア
」
も
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
当
初

か
ら
大
き
く
進
化
を
遂
げ
ま

し
た
。
４
月
か
ら
は
新
た
に

シ
ョ
ー
ウ
ィ
ン
ド
ウ
を
設
置

し
、
シ
ョ
ッ
プ
や
商
品
の
魅

力
を
よ
り
多
く
の
皆
さ
ん
に

お
伝
え
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　
実
際
に
ご
覧
に
な

っ
た
お
客
様
か
ら
は

「
見
て
い
て
ワ
ク
ワ

ク
す
る
」「
楽
し
く

買
い
物
が
で
き
た
」

と
い
っ
た
嬉
し
い
お

声
を
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

　
今
後
も
皆
さ
ん
に

楽
し
ん
で
い
た
だ
け

る
よ
う
、
記
念
館
一

同
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。
引
き
続
き

変
わ
ら
ぬ
ご
愛
顧
を
賜
り

ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

な・ぷーんストアのショーウィンドウⒸ水木プロ

学芸員が紹介

水木しげる記念館パートⅩ
「な・ぷーんストア」ミュージアム

シ ョ ッ プ

　
同
整
備
推
進
会
議

は
、
昨
年
10
月
か
ら

11
月
ま
で
ロ
ゴ
マ
ー

ク
を
募
集
。
58
作
品

の
応
募
が
あ
り
ま
し

た
。
こ
の
う
ち
、
１

次
審
査
で
８
作
品
を

選
定
。
最
優
秀
作
品

を
中
海
・
宍
道
湖
・

大
山
圏
域
の
人
々
の

投
票
で
決
め
ま
し
た
。

　
最
優
秀
作
品
の
作

者
は
砂
場
貴き

　き姫
さ
ん
。

砂
場
さ
ん
は
作
品
に

対
す
る
思
い
を
「
ア

ク
セ
ス
し
や
す
く
な

る
『
人
々
の
喜
び
』、

や
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
団
体
の
各

種
広
報
媒
体
、
要
望
書
な
ど

に
活
用
す
る
予
定
で
す
。

　
同
ル
ー
ト
は
、
中
海
と
宍

道
湖
の
周
囲
を
８
の
字
状
に

結
ぶ
高
規
格
道
路
網
で
す
。

現
在
は
、
両
湖
の
南
側(

山

陰
道)

な
ど
、
部
分
的
に
し

か
整
備
さ
れ
て
い
な
い
状
況

に
あ
り
ま
す
。

　
同
ル
ー
ト
が
整
備
さ
れ
る

と
、
圏
域
内
の
移
動
時
間
の

短
縮
が
可
能
と
な
り
、
物
流

や
観
光
周
遊
が
促
進
さ
れ
る

こ
と
に
加
え
、
災
害
時
の
避

難
路
や
物
資
輸
送
路
に
な
る

な
ど
、
様
々
な
効
果
が
期
待

圏
域
な
ら
で
は
の
趣
の
あ
る

『
自
然
の
風
景
』
を
イ
メ
ー

ジ
し
ま
し
た
。
ま
た
『
８
』

の
文
字
で
あ
る
こ
と
が
わ
か

り
や
す
い
よ
う
に
、
実
際
の

地
形
や
位
置
関
係
に
も
基
づ

い
て
斜
め
に
傾
け
た
形
状
に

し
ま
し
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
ロ
ゴ
マ
ー
ク
は
同
ル
ー
ト

の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、
同
整

備
推
進
会
議
の
構
成
員
団
体

さ
れ
ま
す
。

　
推
進
会
議
の
担
当
者
は

「
圏
域
の
皆
さ
ん
か
ら
、
多

く
の
応
募
・
投
票
を
い
た
だ

い
た
ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
最
優
秀

作
品
が
決
定
し
ま
し
た
。
当

整
備
推
進
会
議
は
、
こ
の
ロ

ゴ
マ
ー
ク
を
活
用
し
な
が
ら

『
中
海
・
宍
道
湖
８
の
字
ル

ー
ト
』
が
圏
域
に
も
た
ら
す

様
々
な
効
果
を
皆
さ
ん
と
共

有
し
、
早
期
整
備
に
つ
な
が

る
よ
う
取
り
組
み
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。
引
き
続
き
の

ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
」
と
呼
び
か
け
ま
し

た
。

決
定
し
た
８
の
字
ル
ー
ト
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク

　
詳
し
く
は
、
同
推
進
会
議

事
務
局(

松
江
市
大
橋
川
治

水
・
国
県
事
業
推
進
課
内
、

　
境
港
警
察
署
は
登
山
を
楽

し
む
た
め
、
道
迷
い
や
体
調

管
理
に
注
意
す
る
よ
う
次
の

こ
と
を
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

登
山
地
図
ア
プ
リ
の
活
用
　

迷
わ
な
い
よ
う
に
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
用
の
登
山
地
図
ア

プ
リ
を
活
用
す
る
と
便
利
で

す
。
併
せ
て
、
広
い
範
囲
を

全
体
的
に
見
る
こ
と
が
で
き

る
紙
の
登
山
地
図
と
の
併
用

を
お
勧
め
し
ま
す

入
念
な
登
山
計
画
　
登
山
は

計
画
す
る
と
き
か
ら
始
ま
っ

て
い
ま
す
。
入
山
時
に
考
え

ら
れ
る
リ
ス
ク
回
避
の
対
策

を
事
前
に
立
て
ま
し
ょ
う

水
分
補
給
を
十
分
に
　
荷
物

を
軽
く
す
る
た
め
に
飲
み
物

を
減
ら
す
こ
と
は
絶
対
に
や

め
て
く
だ
さ
い
。
水
分
補
給

の
目
安
は
、
必
要
な
水
分
量

(

㎖)

＝
体
重(

㎏)

×
行
動

時
間(

時
間)

×
５
で
す

登
山
届
の
提
出
を
　
従
来
か

ら
の
紙
に
よ
る
提
出
の
ほ
か
、

電
子
申
請
サ
ー
ビ
ス
、
登
山

地
図
ア
プ
リ
か
ら
の
提
出
が

便
利
で
す
。
鳥
取
県
内
の
登

企業・労働者の相談窓口
　西部地域産業保健センターは、企業と労働者の健康
や長時間労働について個別相談を行っています。

○午前の部＝９時30分～11時30分、午後の部＝１時30分～３時30分
○米子市久米町の西部医師会館会議室で個別に相談に応じます。（無料）
○問い合わせは、西部地域産業保健センターまで。☎２２－３５７０

☎
０
８
５
２
―
55
―
５
３
８

５)

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

山
届
は
、
と
っ
と
り
電
子
申

請
サ
ー
ビ
ス(

２
次
元
コ
ー

ド
参
照)

か
ら
で
き
ま
す

　
詳
し
く
は
、

境
港
警
察
署

(

☎
44
―
０
１

１
０)

ま
で
。

ブ
ル
ー
イ
ン
パ
ル
ス
も
飛
行

美
保
基
地
航
空
祭

５
月
25
日

　
航
空
自
衛
隊
美
保
基
地

(

小
篠
津
町)

は
５
月
25
日
、

美
保
基
地
航
空
祭
を
開
催
し

ま
す
。
場
所
は
、
美
保
基
地

と
周
辺
の
空
域
で
す
。

　
航
空
自
衛
隊
の
ブ
ル
ー
イ

ン
パ
ル
ス
や
Ｃ
―
２
、
Ｋ
Ｃ

―
46
Ａ
な
ど
の
航
空
機
展
示

飛
行
や
各
種
イ
ベ
ン
ト
が
行

わ
れ
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
同
基
地(

☎

45
―
０
２
１
１)

ま
で
。

道迷いや体調管理にご注意

安全登山のすすめ
ー 境港警察署 ー

５月１日㈭ 　　　午後 産業医
５月８日㈭ 　　　午後 産業医
５月13日㈫ 午前　　　 産業医
５月15日㈭ 　　　午後 産業医
５月21日㈬ 　　午後 精神科医
５月22日㈭ 午前・午後 産業医
５月29日㈭ 　　　午後 産業医

５月の相談日

各種航空機が飛行する美保基地航空祭
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境港商工会議所女性会 Ms.通信

TEL0859-42-4420
〒684-0032 鳥取県境港市元町25

土地・建物売りたい方大募集！！
〔アパート〕〔貸家〕〔売地〕〔売家〕のことなら

http://www.kenshome.net/

山陰 ･境港水産物卸売市場直送
頑固一徹品質一筋 ･川口商店の

かに  卸売直販専
門

有限会社

川口商店 鳥取県境港市昭和町流通会館1Ｆ
TEL(0859)42‒2577 ･ FAX(0859)42‒2979
http://kani.ocnk.net/

境港
直送

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
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•
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•
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•
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•
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•
•
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•
•
•
•
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•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

　
境
港
商
工
会
議
所
女
性
会

は
４
月
11
日
、
境
港
商
工
会

議
所
で
２
０
２
５
年
度
通
常

総
会
を
開
催
。

　
総
会
で
は
ま
ず
、
会
員
一

同
が
商
工
会
議
所
女
性
会
の

歌
を
斉
唱
し
、
女
性
会
活
動

指
針
の
唱
和
を
し
ま
し
た
。 

　
次
に
、
岡
空
京
子
会
長
が

挨
拶
。
商
工
会
議
所
女
性
会

の
歴
史
に
触
れ
、
諸
先
輩
に

続
き
、
事
業
と
人
の
輪
を
つ

な
ぐ
活
動
を
継
続
す
る
こ
と

の
意
義
を
改
め
て
感
じ
る
こ

と
が
で
き
た
内
容
で
し
た
。

　
続
い
て
議
事
に
入
り
、
２

０
２
４
年
度
事
業
報
告
・
収

支
決
算
と
２
０
２
５
年
度
事

業
計
画
・
収
支
予
算
、
役
員

改
選
を
審
議
。
そ
れ
ぞ
れ
承

認
・
決
定
し
議
事
を
終
了
し

ま
し
た
。

　
総
会
終
了
後
に
は
、
境
港

境港商工会議所女性会
〒684-8686 境港市上道町3002

　　　　　（境港商工会議所内）

TEL 44－1111・FAX 42－6577

境港商工会議所女性会
〒684-8686 境港市上道町3002

　　　　　（境港商工会議所内）

TEL 44－1111・FAX 42－6577

事業計画など決定
贈呈式と講話も実施

2025年度通常総会

贈
呈
式
に
出
席
し
た
皆
さ
ん

商工会議所女性会の歌斉唱で始まった総会

市
内
中
学
校
の
休
日
部
活
動

を
指
導
す
る
民
間
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
に
対
し
、
支
援
金
の

贈
呈
式
を
実
施
。

　
引
き
続
き
、
㈱
Ｍ
ａ
ｏ
代

表
取
締
役
の
松
下
弘
美
さ
ん

を
講
師
に
招
い
て
講
話
を
行

い
ま
し
た
。（

会
報
委
員
Ｅ
）

　
境
港
商
工
会
議
所
女
性
会

は
総
会
終
了
後
、
境
港
市
内

中
学
校
の
休
日
部
活
動
を
指

導
す
る
民
間
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
に
対
し
、
支
援
金
を
贈
呈

し
ま
し
た
。
毎
年
行
っ
て
い

る
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
大

会
と
バ
ザ
ー
の
収
益
金
を
活

用
し
た
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
事
業

と
し
て
実
施
し
た
も
の
。

　
境
港
市
は
部
活
動
改
革
の

一
環
と
し
て
、
休
日
の
部
活

動
を
各
中
学
校
と
地
域
ク
ラ

ブ
団
体
と
が
連
携
し
な
が
ら
、

休
日
に
お
け
る
部
活
動
の
地

域
移
行
を
す
す
め
て
い
ま
す
。

休
日
部
活
動
の
一
助
に

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
事
業
で
支
援
金

　
こ
の
休
日
部
活
動
を
行
う

中
で
、
地
域
ク
ラ
ブ
の
指
導

者
や
生
徒
、
保
護
者
の
経
費

面
の
負
担
が
重
い
と
い
う
状

況
を
当
女
性
会
は
知
り
、
地

域
の
子
ど
も
た
ち
を
応
援
し

た
い
と
の
思
い
か
ら
支
援
金

を
贈
呈
す
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。

　
今
回
は
、
陸
上
ク
ラ
ブ
の

「
境
港
Ｊ
Ｈ
Ｓ 

Ｔ
＆
Ｆ
」、

野
球
ク
ラ
ブ
の
「
境
マ
リ
ナ

ー
ズ
」、卓
球
ク
ラ
ブ
の
「
さ

ん
た
く
Ｈ
Ｕ
Ｍ
Ｍ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
」、

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
の

「
境
港
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
ク
ラ

ブ(

男
子)

」、「
境
港
ハ
ン
ド

ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ(

女
子)

」
の

４
競
技
・
５
団
体
に
支
援
金

を
贈
呈
。

　
贈
呈
式
で
は
、

各
ク
ラ
ブ
の
代

表
者
か
ら
ク
ラ

ブ
の
現
状
を
聞

き
、
厳
し
い
環

境
の
中
で
の
ク

ラ
ブ
運
営
に
私

た
ち
の
活
動
が

少
し
で
も
役
に

立
て
れ
ば
、
と

の
思
い
を
強
く

し
ま
し
た
。

　
当
女
性
会
は
、

地
域
貢
献
の
一

環
と
し
て
、
未

来
を
担
う
子
ど

も
た
ち
の
た
め

に
今
後
も
支
援
を
続
け
る
方

針
で
す
。(

事
業
委
員
会
Ｋ)

「
発
達
障
が
い
」テ
ー
マ
に

Ｍａ
ｏ
松
下
さ
ん
が
講
話

　
境
港
商
工
会
議
所
女
性
会

は
総
会
と
贈
呈
式
に
続
き
、

㈱
Ｍ
ａ
ｏ
代
表
取
締
役
の
松

下
弘
美
さ
ん
を
講
師
に
招
き

「
わ
か
っ
て
ほ
し
い
発
達
障

が
い
!!
～
障
が
い
が
あ
っ
て

も
…
な
く
て
も
…
共
に
豊
か

に
☆
～
」
の
テ
ー
マ
で
講
話

を
行
い
ま
し
た
。

　
松
下
さ
ん
に
は
発
達
障
が

い
の
お
子
さ
ん
が
２
人
い
ま

す
。
今
か
ら
30
年
程
前
は
、

幼
稚
園
や
保
育
園
の
入
所
な

ど
で
相
談
す
る
所
も
な
く
、

と
て
も
苦
労
し
た
た
め
、
そ

の
経
験
を
も
と
に
同
社
を
設

立
し
た
と
の
こ
と
。

　
松
下
さ
ん
は
「
発
達
障
が

い
や
知
的
障
が
い
児
に
対
す

る
周
囲
の
理
解
が
必

要
で
、
同
じ
景
色
が

見
え
る
環
境
づ
く
り

が
大
切
」
と
力
説
。

　
社
会
と
調
和
し
よ

う
と
す
る
子
ど
も
達

に
、
私
達
は
愛
情
と

信
頼
関
係
を
持
っ
て
、

ま
た
温
か
い
目
で
見

守
る
心
が
必
要
だ
と
感
じ
ま

し
た
。

　「
ひ
と
り
で
悩
ん
で
い
ま

せ
ん
か
。
い
つ
で
も
相
談
し

て
く
だ
さ
い
」
と
話
す
松
下

講話を行う松下弘美さん

さ
ん
。「
明
る
い
松
下
さ
ん

な
ら
、
気
軽
に
お
話
し
で
き

る
の
か
な
あ
」
と
思
っ
た
講

話
で
し
た
。（

会
報
委
員
Ｅ
）

　
境
港
商
工
会
議
所
女
性
会

は
た
だ
い
ま
、
会
員
を
募
集

中
で
す
。

　
商
工
会
議
所
女
性
会
は
、

女
性
の
力
で
地
域
を
元
気
に

し
、
会
員
相
互
の
親
睦
を
図

り
、
か
つ
女
性
の
立
場
か
ら

商
工
業
の
改
善
と
発
展
に
寄

与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

　
会
員
の
対
象
者
は
商
工
会

議
所
会
員
企
業
の
女
性
経
営

者
、
ま
た
は
役
員
で
す
。
主

に
講
習
会
や
講
演
会
、
会
員

親
睦
な
ど
を
行
い
、
自
己
の

資
質
向
上
や
お
互
い
の
交
流

を
深
め
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
事
務
局(

境

港
商
工
会
議
所
内
、
☎
44
―

１
１
１
１)

ま
で
。

た だ い ま
会員募集中
境港商議所女性会

境港商工会議所女性会 2025年度の行事予定

正副会長会議

通常総会

正副会長･正副委員長合同会議

役員会

水木しげるロードプランター花植え替え（春）

境港まぐろ感謝祭

県商女性連 総会･会員交流会（境港）

中商女性連 総会・防府大会（～9日）

役員会

チャリティーゴルフ大会実行委員会

視察見学会･会員親睦レクリエーション

全商女性連 全国大会

チャリティーゴルフ大会実行委員会

チャリティーゴルフ大会

水木しげるロードプランター花植え替え（秋）

フラワーアレンジメント講習会

バザー（境港市人権ふれあいフェスティバル）

新年互礼会

境港商工会議所

境港商工会議所

境港商工会議所

境港商工会議所

水木しげるロード

境港水産物地方卸売市場

みなとテラス

防府市

境港商工会議所

境港商工会議所

未定

東京都

境港商工会議所

グリーンパーク大山ゴルフ倶楽部

水木しげるロード

境港商工会議所

みなとテラス

未定

4月 8日㈫

　 11日㈮

　 23日㈬

5月15日㈭

　 下旬頃

6月 8日㈰

　 18日㈬

7月 8日㈫

8月　　　

9月　　　

10月10日㈮

11月 3日㈪

　 下旬頃

12月　　　

1月　　　

　　　

期　 日 場　　　所事 業・会 議 等
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東京製綱株式会社代理店
膨張式救命いかだ
整備事業場

株式会社昭 和 船 具 店
代表取締役 門　永　康一郎

境港市相生町 10 番地　TEL(0859)44－5511（代）
FAX(0859)42－6769　E－mail:info@showasengu.com

運輸局認定

htpps://www.showasenguten.com

生命保険､火災､自転車､自動車､賠償保険
サイバー保険、業務災害補償、自賠責保険

（生命保険代理店）フコクしんらい生命・日本生命・三井住友海上あいおい生命
（損害保険代理店）共栄火災・あいおいニッセイ同和・東京海上日動・損保ジャパン

有限会社 杉 山 実 業
境 港 市 京 町 1 0 0
TEL（0859）44 ｰ 1 321
FAX（0859）44 ｰ 1 322
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事務局 ： 〒６８４－００３３ 境港市上道町３１４７
電　話 ： ４４－２７００　ＦＡＸ ： ４４－４６４９
Ｅ-mａｉｌ ： sakaijc@chukai.ne.jp
ホームページ ： http://www.sakaiminato-jc.com/

（一社）境港青年会議所

検索境港青年会議所

（一社）境港青年会議所　ＪＣプレス

　
こ
の
た
び
、
境
港
青
年
会
議
所
に
新
入
会
員
が
誕
生
し
ま

し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

ご
あ
い
さ
つ

新
入
会
員

 

吉
村
拓
己(

よ
し
む
ら
・
た
く
み)

　

千
代
む
す
び
酒
造
㈱

　
　
　  （
境
港
市
大
正
町
）

　
昨
年
11
月
に
正
会
員
と
し

て
境
港
青
年
会
議
所
に
入
会

し
ま
し
た
。
昨
年
の
初
夏
に

仮
入
会
し
た
当
初
は
、
右
往

左
往
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た

で
す
が
、
青
年
会
議
所
の
皆

さ
ん
の
目
標
に
向
か
っ
て
真

剣
に
取
り
組
む
姿
勢
に
強
い

感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

　
ま
た
、
会
員
の
皆
さ
ん
と

の
交
流
を
通
じ
て
数
多
く
の

経
験
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
心
か
ら
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
今
後
も
共
に
事
業

に
参
加
し
成
功
で
き
る
よ
う

に
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

　
当
社
は
、
中
華
料
理
を
メ

イ
ン
と
し
た
豊
富
な
メ
ニ
ュ

ー
を
持
つ
飲
食
店
で
す
。
昔

な
が
ら
の
味
を
幅
広
い
年
齢

層
の
お
客
様
に
楽
し
ん
で
食

べ
て
も
ら
え
る
よ
う
日
々
、

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、

職
場
や
家
庭
で
も
楽
し
め
る

よ
う
に
出
前
や
テ
イ
ク
ア
ウ

ト
な
ど
、
地
元
の
皆
さ
ん
が

利
用
し
や
す
い
よ
う
に
工
夫

し
て
い
ま
す
。

　
飲
食
業
と
い
う
形
で
地
元

に
住
む
皆
さ
ん
、
ま
た
境
港

　
境
港
青
年
会
議
所
は
、
成

長
で
き
る
場
で
す
。
こ
と
し

 

足
田 

健(

あ
し
だ
・
け
ん)

　

㈱
新
来
軒

　
　
　  （
境
港
市
清
水
町
）

市
に
訪
れ
た
人
々
に
長
く
愛

さ
れ
る
よ
う
に
日
々
邁
進
し

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ

し
く
お
ね
が
い
し
ま
す
。

の
１
月
に
正
式
入
会
後
、
２

月
は
Ｏ
Ｂ
を
含
む
合
同
例
会

の
司
会
を
任
さ
れ
ま
し
た
。

６
月
に
は
60
周
年
記
念
、
７

月
に
は
第
80
回
を
迎
え
る
み

な
と
祭
の
段
取
り
と
、
日
々

の
生
活
で
関
係
す
る
人
が
格

段
に
増
え
て
い
ま
す
。

　
地
元
を
よ
り
知
り
、
県
外

や
海
外
で
地
域
を
紹
介
す
る

際
、
色
ん
な
皆
さ
ん
の
顔
が

出
て
く
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　
１
人
で
は
何
も
変
え
ら
れ

ま
せ
ん
。
日
頃
の
生
活
に
感

謝
し
、
広
い
視
野
で
地
元
に
、

地
域
に
貢
献
し
ま
す
。

　
境
港
青
年
会
議
所
は
、
私

に
と
っ
て
会
社
以
外
で
の
出

会
い
と
成
長
の
場
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。
起
業
時
に
会
社

以
外
の
付
き
合
い
や
、
客
観

的
な
意
見
が
聞
き
た
い
と
考

え
て
昨
年
、
正
式
入
会
し
ま

 

荒
木
一
貴(

あ
ら
き
・
か
ず
き)

　

㈱
Ａ
Ｒ
Ｋ

　
　
　  （
境
港
市
麦
垣
町
）

　
田
中
大だ

い

志じ

委
員
長
率
い

る
総
務
ま
ち
づ
く
り
委
員

会
設
営
の
も
と
、
３
月
12

日
に
大
山
町
の
プ
リ
ム
ロ

ー
ズ
ガ
ー
デ
ン
で
、
米
子

青
年
会
議
所
と
合
同
の
ブ

ロ
ッ
ク
会
長
公
式
訪
問
例

会
・
懇
親
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

　
例
会
で
は
、
鳥
取
ブ
ロ

ッ
ク
協
議
会
ア
ワ
ー
が
行

わ
れ
、
庄
司
慎
平
・
鳥
取

ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
会
長
が

鳥
取
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
の

委
員
会
メ
ン
バ
ー
と
事
業

計
画
に
つ
い
て
説
明
。
会

員
一
同
、
鳥
取
ブ
ロ
ッ
ク

協
議
会
の
活
動
内
容
と
方
針

を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま

米子青年会議所
境港青年会議所合同例会を開催

ブロック会長が公式訪問

し
た
。

　
そ
し
て
、
明
石
青
年
会
議

所(

兵
庫
県
明
石
市)

出
身

の
柿
野
真
吾
先
輩
が
ブ
ロ
ッ

ク
協
議
会
、
地
区
協
議
会
、

日
本
青
年
会
議
所
に
出
向
し

た
自
身
の
経
験
を
基
に
各
組

織
の
状
況
に
つ
い
て
講
演
。

会
員
一
同
、
鳥
取
ブ
ロ
ッ
ク

協
議
会
へ
の
参
画
意
識
が
高

ま
り
ま
し
た
。

　
懇
親
会
で
は
鳥
取
ブ
ロ
ッ

ク
協
議
会
の
役
員
の
人
と
な

り
を
知
る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

を
実
施
。
合
同
例
会
は
多
い

に
盛
り
上
が
り
、
会
員
同
士

の
交
流
が
深
ま
り
ま
し
た
。

し
た
。

　
こ
と
し
は
、
総
務
ま
ち
づ

く
り
委
員
会
副
委
員
長
、
60

周
年
記
念
映
像
担
当
、
み
な

と
祭
ス
テ
ー
ジ
責
任
者
と
し

て
日
々
学
び
な
が
ら
活
動
し

て
い
ま
す
。

　
社
会
人
に
な
り
、
学
び
な

が
ら
地
域
貢
献
が
で
き
る
青

年
会
議
所
は
、
私
に
と
っ
て

と
て
も
大
切
な
場
所
で
す
。

　
仕
事
と
青
年
会
議
所
活
動

の
両
立
は
大
変
で
す
が
、
境

港
青
年
会
議
所
メ
ン
バ
ー
、

そ
し
て
地
域
の
皆
さ
ん
の
た

め
に
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て

い
き
ま
す
。

ブロック会長公式訪問例会・懇親会に参加したメンバー

（一社）境港青年会議所は２０２５年
６月に創立６０周年を迎えます

　私達は、地域の課題解決に
取り組む活動を行っています。
気になる問題や個人では解決
できないことでも、若さあふ
れるパワーと情熱を持った仲
間が集まれば解決できます。
　私達と一緒に、境港青年会
議所の会員になって地域の課
題解決に向けた活動を企画・
運営していただける人をメン
バー一同、お待ちしています。
〈会員資格〉
●年齢が20歳以上で、38歳未
満の人
●境港市及び近郊に在住、ま
たは勤務している人
●境港青年会議所の趣旨に賛
同していただける人
　詳しくは、当青年会議所公
式ホームページ(「境港青年
会議所」で検索)をご覧くださ
い。問い合わせは、当青年会
議所事務局(☎44－2700)へ。

一緒に活動しませんか

境港青年会議所

ただいま会員募集中ただいま会員募集中ただいま会員募集中
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貸出場所：1階総合案内所［国内線］
利用時間：8：45～17：00（最終受付16：00）
利用料金：1台  1,500円（キャンペーン期間中1,000円）
設置台数：電動アシスト自転車  ４台（シティサイクル）
注意事項：事前予約はできません｡受付時に身分証
　　　　 （免許証・学生証)をご提示ください。

米 子 鬼 太 郎 空 港

レンタサイクルサービス開始
ちょっとした散策や観光に 手軽で便利なレンタサイクルで、もっと自由で楽しい時間をお過ごしください！

サービス詳細に関する問い合わせは、米子鬼太郎空港総合案内所へ｡ （TEL：0859-45-6123）　

電動アシスト自転車で
楽々♪｠

開始記念キャンペーン特別価格

（通常価格より500円OFF）

�,���円

　
前
月
号
の
ク
イ
ズ
問
題

は
「
㈱
マ
ル
ツ(

竹
内
団
地)

の
濃
厚
カ
ニ
み
そ
ソ
ー
ス

は
、
カ
ニ
み
そ
を
あ
る
国
古

来
の
レ
シ
ピ
で
バ
ー
ニ
ャ
カ

ウ
ダ
ー
ソ
ー
ス
と
融
合
さ
せ

て
い
ま
す
。
あ
る
国
と
は
ど

こ
で
し
ょ
う
」
と
い
う
も
の

で
、
正
解
は
③
の
「
イ
タ
リ

ア
」
で
し
た
。

　
現
在
、
米
子
鬼
太
郎
空
港

か
ら
は
２
カ
国
へ
の
国
際
定

期
便
が
就
航
し
て
い
ま
す
。

も
う
す
ぐ
、
台
湾
と
も
直
行

便
で
つ
な
が
り
ま
す
。
そ
こ

で
、
海
外
旅
行
を
し
た
い
気

持
ち
は
高
ま
り
ま
す
が
、
パ

ス
ポ
ー
ト
が
必
要
で
す
。
な

賞
品
　
濃
厚
か
に
み
そ
ソ
ー

ス当
選
者(

敬
称
略)

　
▽
佐
々

木
喜
代
美(

上
道
町)

▽
稲

迫
奏
介(

中
野
町)

▽
門
脇

由
紀
子(

芝
町)

▽
秋
山
節

子(

松
ヶ
枝
町)

▽
鈴
木
秀
典

(

蓮
池
町)

ス
ポ
ン
サ
ー
　
㈱
マ
ル
ツ

(

竹
内
団
地)

 

ダ
ン
ボ
ー
ル
遊
園
地

 

〜
恐
竜
ワ
ー
ル
ド
〜

　
み
ん
な
大
好
き 

ダ
ン
ボ

ー
ル
遊
園
地
が
パ
ワ
ー
ア
ッ

プ
し
て
登
場
。
迫
力
満
点
の

テ
ィ
ラ
ノ
サ
ウ
ル
ス
の
す
べ

り
台
や
恐
竜
オ
ブ
ジ
ェ
が
最

大
の
み
ど
こ
ろ
で
す
。

日
時
　
開
催
中
で
５
月
６
日

い
場
合
や
有
効
期
限
が
切
れ

て
い
る
場
合
は
、
取
得
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、

こ
と
し
３
月
か
ら
は
申
請
か

ら
交
付
ま
で
２
週
間
程
度
と
、

こ
れ
ま
で
よ
り
長
い
時
間
が

必
要
と
な
り
ま
し
た
。
偽
造

・
変
造
対
策
を
大
幅
に
強
化

す
る
目
的
で
、
旅
券
の
顔
写

真
ペ
ー
ジ
に
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

基
材
を
用
い
、
文
字
や
顔
写

真
を
レ
ー
ザ
ー
で
印
字
・
印

ペ
ン
を
置
い
て

正解と当選者

夢
み
な
と
タ
ワ
ー

５
月
の
イ
ベ
ン
ト

㈫
ま
で
。
午
前
10
時
～
午
後

５
時(

最
終
入
場
時
間
＝
午

後
４
時
30
分)

料
金
　
３
歳
以
上
＝
一
律
４

０
０
円

　
詳
し
く
は
、
夢
み
な
と
タ

ワ
ー(

☎
47
―
３
８
０
０)

へ
。

画
し
た
新
型
の
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ

を
搭
載
す
る
た
め
と
の
こ
と
。

パ
ス
ポ
ー
ト
の
申
請
に
は
、

十
分
な
余
裕
が
必
要
の
よ
う

で
す
。
一
方
、
オ
ン
ラ
イ
ン

で
の
申
請
も
可
能
に
な
っ
て

い
ま
す
。
新
規
申
請
や
切
替

申
請(

残
存
有
効
期
間
が
１

年
未
満
の
更
新)

が
で
き
ま

す
。
最
新
の
パ
ス
ポ
ー
ト
事

情
に
ち
ょ
っ
と
驚
い
て
い
る

今
日
こ
の
頃
で
す
。
　

次のクイズに答えてください。
①～③までのうち、どれか一つが正
解です。正解した人には抽選でプレ
ゼントを差し上げます。

ハガキにクイズの答え、郵便番号、住所、氏名、年齢、
電話番号、境港商工会議所ニュースについてのひと
ことを明記して、下記の宛先まで送ってください。

応募のきまり

〒６８４-８６８６ 境港市上道町３００２
� 境港商工会議所 クイズ係

宛先

ＦＡＸ（４２－６５７７）
［E-mail］cci＠sakaiminato.comでもＯＫ。

応募締切

スポンサー　　㈲浜橋商店(渡町)

５月８日㈭(当日消印有効)

㈲浜橋商店(渡町)はある店舗で販売していま
す。その店舗は何という名前でしょうか。(ヒ
ントは４ページ)

賞品  「イワシみりん干」　５名様

① 境港水産物直売センター
② 境港海産物直売センター
③ 境港水産物総合センター
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商工会議所会員を招いて

招待席

○創業のきっかけ？…大学卒業後、洋裁を学び、アパレル
会社に勤務した後、「原料からのものづくりがやりたい」
と、洋服の元である生地を学ぶために織物職人になりま
した。さまざまな素材に触れるうちに「和綿」と出会い、
特に「伯州綿」に魅力を感じたのがきっかけで2017(平
成29)年に境港市に移住。境港市の地域おこし協力隊と
して３年間、伯州綿の栽培に関わりました。そして、伯
州綿を原料に洋服づくりをしたいと決意し、2020(令和
２)年の９月、伯州綿のフルオーダーシャツの製造・販
売を始めました。
○おすすめポイントは？…伯州綿を使用したオリジナルの
生地で仕立てるフルオーダーのカジュアルウェアです。
長くご愛用されるように一人ひとり型紙の制作から始め
ます。着た時の形がきれいに見えるよう仕立てるのはも
ちろんのこと、衿

えり

の形やシルエット、デザインの要望に
も細かく応じます。タイプは、スタンダードなものから
ワンピース、ジャケット風まで、デザインは多種多様。
大切な日の特別な一着をご提案します。

○お客様は？…山陰地域にお住まいの皆さんが中心です。
まだまだ少数ですが、東京、大阪、四国や沖縄など、遠
方からもお越しいただき、ご旅行の一つの目的地として
当店への訪問を楽しんでいただいています。
○今後の事業展開（展望）？…伯州綿とともに、地域の魅力
を広めていくことと、当店「伯州綿のシャツ屋」の個性
を確立してくことです。
○一言PR・意気込み…現在、私が心身共に健康的に活動
できているのは、私の活動を日々支えてくださっている
皆さんとの交流や、良いお客さまに出会うことができて
いるからこそと思います。この感謝をお伝えするには、
何よりも当店を継続・発展をさせていくことだと考えて
います。これからも、楽しみながらしっかりと精進して
まいります。

【事業所のあらまし】
代 表 者 	仲里心平(なかざと・しんぺい)
所 在 地	 境港市福定町
休 業 日	 不定休
事業内容	 洋服の企画・製造・販売
営業時間	 お問い合わせください
問い合わせ先	 nakazato.hakusyu@gmail.com

伯州綿の良さと培ってきた技術でオンリーワンの洋服を提案します

ホームページの2次元コード
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